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１．発行にあたって 

 
 

このたび、昨年１１月１４日及び１７日に行われました第６回「市民と議会の集い」の実

施内容及び当日いただいたアンケートの結果をまとめた、本報告書を作成・発行いたし

ました。本報告書は、市民と議会の集いの開催記録とするとともに、また、当日集いに参

加することのできなかった市民の皆様にも情報共有をしていただくという目的で発行し

た次第です。 

江別市議会として、これまで毎年１回行っているこの「市民と議会の集い」ですが、第６

回目となる今回の集いには、大麻公民館と江別市民会館の２カ所で２日間合わせて６０

名もの市民の皆様にご参加いただきました。改めて感謝申し上げます。 

この市民と議会の集いは、これまでも試行錯誤しながら様々な開催方式で行ってまい

りました。今回は、市議会議員選挙の改選直後で１期目の議員も多いということや、前回

のワークショップ形式での開催では参加者が少なかったという反省から、いったん原点

に立ち返り、各委員会からの報告及び対面式での意見交換という方式で開催いたしまし

た。また、今回の新たな試みとしては、これまでの午後・夜間の開催から、午後から用事

がある方等の参加しやすさを図るべく、午前の開催といたしました。加えて、平成３０年

１２月に江別市において手話言語条例が制定されたことから、手話通訳者の方にも来て

いただきました。 

当日の意見交換では、参加された市民の皆様から、たくさんの御意見や御要望などを

いただきました。改めて議会として考えさせられることや気づかされることが多々あり

ました。いただいた御意見等については、既に議会の委員会等での発言にも生かされて

いるものもあります。今後とも、いただいた御意見や御要望の内容について、本報告書

を参照しながら、各議員が議会活動において活用していきたいと思います。また、市民

の皆様にも、本報告書を通じて、市議会の活動や市政についてより関心を持っていただ

き、ともにより良いまちづくりを進めていくために、本報告書が活用されますことを望

みます。 

 

 

 

議会広報広聴委員会 委員長 

内山 祥弘 

  



２．開催概要 

 
  

第１回 

 

 

第２回 

 

 

日時 

 

 

令和元年１１月１４日(木) 9:45～11:45 

 

令和元年１１月１７日(日) 9:45～11:45 

 

会場 

 

 

大麻公民館 

 

江別市民会館 

 

内容 

 

①各委員会からの活動報告 

◇議会運営委員会 

◇総務文教常任委員会 

◇生活福祉常任委員会 

◇経済建設常任委員会 

②意見交換 

 

①各委員会からの活動報告 

◇議会運営委員会 

◇総務文教常任委員会 

◇生活福祉常任委員会 

◇経済建設常任委員会 

②意見交換 

 

参加者数 

 

 

２６名 

 

３４名 

 

参加議員 

 

◇議長 角田一   ◇副議長 相馬芳佳 

◇議会広報広聴委員会 

 ◎内山祥弘/〇徳田哲/稲守耕司/猪股美香/奥野妙子/清水直幸/高橋典子/芳賀理己 

（◎委員長 〇副委員長） 

◇総務文教常任委員会 

◎裏君子/〇清水直幸/齊藤佐知子/高間専逸

本間憲一 

◇生活福祉常任委員会 

◎諏訪部容子/〇徳田哲/猪股美香/奥野妙子 

宮本忠明 

◇経済建設常任委員会 

◎岡英彦/〇高橋典子/石田武史/稲守耕司 

三角芳明 

◇議会運営委員会 

◎島田泰美/〇内山祥弘 

 

◇総務文教常任委員会 

 ◎裏君子/〇清水直幸/内山祥弘/佐藤美佐子 

鈴木誠 

◇生活福祉常任委員会 

 ◎諏訪部容子/〇徳田哲/佐々木聖子 

芳賀理己/吉本和子 

◇経済建設常任委員会 

 ◎岡英彦/〇高橋典子/島田泰美/干場芳子 

◇議会運営委員会 

 ◎島田泰美/〇内山祥弘 



３．意見交換 

 

１日目：１１月１４日(木) 大麻公民館 

 

①議会運営委員会 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

市民：請願及び陳情の表決について、詳しく教えてほしい。 

 

議会：請願及び陳情の表決は、まちによっては採択か不採択のみのところもあるし、江別市のように

趣旨採択、一部採択となるところもある。決着がつかない場合、一部採択、趣旨採択を採用する場合

もあり、その表決方法については今議論中。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

※１ 協議の結果、これまでどおりに行う事となった。 

 

 

 

 

②総務文教常任委員会 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

市民：総務文教常任委員会報告の、災害の検証を受けて見直していく、といった点について具体的

に、どんなことが出されて、見直していこうというものがあるのか。 

 

議会：地震の後の災害対応として、重点課題は情報。自治会と連携して情報発信の方法を平成２６年

の断水もあり、その経験を踏まえいろいろな対応をしたが、その時の被害によっていろいろ対応は変

わる。情報発信の方法を、皆さんに周知していただくために確立する必要がある。 

具体的には、 

〇非常電源＝当面上下水道は企業などから大型発電機を確実に手配できるよう確保 

〇災害本部＝情報共有に関する提言に対して、市長が本部長として運営する対策室の強化、情報の

分析・共有・発信する班を新たにつくる 

〇災害物資＝江別市では１万人が被災した場合の物資を保管しているが、それ以外にも流通備蓄と

して市内店舗から物資の供給についてリスト化など協定先に依頼 

〇避難＝発災当初から開設する避難所は６か所。それを基準とし災害状況に応じて地域性などを考

慮し順次避難所を開設していく 

〇冬季の災害を想定した避難訓練を行っていく 

報告書等、詳しくはホームページ等に掲載されている。 

 

市民：前向きに進んでいることがわかったが、市民にとっては、避難所の中で、赤ちゃんのいる人な

ど、困った人への手だてはどのように考えているのかを聞きたい。 

※１ 



議会：国でも液体ミルクの備蓄などの対応が進んでいる。市としても災害時に自分で避難しにくい人

の声も上がっており、これから具体的に進めていくことになっている。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：生涯活躍のまち構想（CCRC）は大麻住民にとっては大きな関心。住民にわかるように説明を

するように。特に大麻地区の住民に。自治会だけ集めて説明したって住民が理解するわけない。 

 

議会：自治会長だけが伺って住民の皆さんに届くのは大変だということがわかった。自治会に声を上

げていただくとありがたい。 

誘致期成会が養護学校の誘致を北海道に働きかけているところ。細部についてもより多くの方に聞

こえるように取り組んでいると認識している。事業者は出前講座も考えているようなので、議会から

も市民に理解ができるように働きかけていく。もう少し時間をいただきたい。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：江別市は災害に強いまちを目指してほしい。大麻地区は、水道は漁川、上江別は断水した。こ

れらの原因と対策。 

大麻も停電と断水ダブルになったかもしれない。千歳川、漁川、石狩川、川が氾濫したら断水になる。 

避難所ではなく、水と電気を確保することが災害に強いまち。野幌、大麻は人口の多いまち。北電と

江別市がしっかり協議し対応を考えてほしい。 

 

議会：平成２６年の断水の後もいろいろ検証した。この情報も閲覧できるようになっている。川の上

流に計測器を追加したり、今年度は上江別の小学校で給水栓・貯水槽を大きなものをつくる等の対

応をした。災害に強いまちの考え方は、まさにそのとおりで、公助、共助、自助としてしっかりと対応

していくこととして議論をしている。また何か意見があったら聞かせてほしい。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：都市計画について、用途変更手続きはどのような手続きを踏むのか教えてほしい。 

 

議会：市内の用途は、大きく市街化調整区域と市街化区域に分かれている。市街化区域には住宅地

に見合ったような使い方、商業地、工業地に見合った使い方など１１種類ある。 

その中で町の発展状況を見ながら、例えば行政から、「低層の住宅が多いエリアを、高層的に使用し

たい」となれば用途の見直しをしなければならない。北海道で都市計画審議会により５年に１度見直

しがある。そこに向かって計画を立てている。民間で要望があれば、市が検討し、最終的には市が決

めて道と調整する。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：２番通り、大麻南樹町の社会福祉法人の土地について、最初は社会福祉法人が全部使うと説

明を聞いたが、半分売ったと聞いた。用地変更の時にはどのように対応しているのか疑問に思った。 

 

議会：都市計画審議会には、議会から５人出席しており、昨日の審議会で説明を受けている。所有者

は１名、売ったという話は出ていない。その土地を用途変更したいため、地域住民には説明している、

と説明を受けた。この後道と調整し、来年度江別市の都市計画審議会に戻ってきて、また審査すると

いう流れになる予定。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 



市民：生涯活躍のまち構想（CCRC）については、自治会長だけではなく一般にも参加できる説明会

も開催していると認識している旨補足する。令和３年に完成すると聞いているが、各施設が一斉に

完成するのか。 

 

議会：開業が令和３年３月ではあるが、施設の完成は随時。 

 

市民：来年から着工するとは聞いているが、最初の説明会以降の資料はいただいていない。介護施

設の事業団からは説明はいただいていない。 

 

議会：市議会の方へ概略の説明はある。自治会長への説明はあると認識している。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：札幌市では敬老パスがあるが、江別市にはない。札幌市はできて江別市ではできないのはな

ぜか、常任委員会や議員の質問は、など議会の中で議論があれば教えてほしい。 

 

議会：高齢者の交通費助成については一般質問でもなされてきた。免許の返納した人にそうした助

成が行えないか質問した中では、まずは市としては、民間事業者でやってもらえることはないか個別

にお願いしているところ。まったく何の活動もしていないわけではない。 

 

市民：いろいろ意見を上げていっても財政の問題がある。じゃあ、どうしたらできるのか、という改

善策がなければ民間に丸投げになる。どの財政が逼迫してるから、どの財政から引っ張ってこれる

のか、委員会の中で相対的に、市民もどうしていったらいいのか教えていただければ今後の参考に

なる。 

 

議会：バスの話でいえば、江別市はこれまで２００万円程度であった補助金を３０００万円までふやし

て路線を維持する形をとっている。中央バス、夕鉄バスなどのうち、札幌などにまたがるバス路線に

ついては赤字について国から補助金が入るが、市内完結路線は国から補助金が入らない。そんな中

で路線を維持している現状があるが、それだけではなく方法はないか、いろんな形の中でお話をして

いる。ないからできない、はいそうですか、ではなく、しっかりした形で議会として取り組んでいると

認識していただければと思う。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：断水、昨年の大雨で断水になったとき広報車が回っていた。昨年の地震のときには広報車が

聞こえない。最近の住宅は密閉性が高く音が届かない。スピーカーだけではなく、何らかの方法で気

づかせる工夫ができるのではないか。 

 

議会：広報車は課題。広報車の改善も必要だが、それ以外の広報手段も考えており、広報車以外の情

報伝達手段を災害の手引きで紹介している。 

 

市民：災害対応は、水があり、電気があり、トイレがあればできる想定での避難訓練ではなく、市役所

庁舎自体が災害に遭った場合も想定して備えるべきではないかと思う。 

 



議会：災害のたびにいろいろな経験を重ねている。ご理解いただきたい。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 

 

 

 

③生活福祉常任委員会 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

市民：市立病院あり方検討委員会、病院の赤字をどうするか、江別市内の医療を守ってほしい。医師

を市長は確保するため頑張ると言っているが議会として医師が多くやめていく面について、議会と

して医師がやめていかない病院はどういう病院なのか考えてほしい。また、年間６００人の出産を市

立病院が担っている点の理解を周知してほしい。国民健康保険が高い。基金も残っている。江別市

独自で国民健康保険の料金を考えていけるのでは。物価も上がり厳しい状況。高齢者も若い人も住

んでよかったと思うまちになるために検討してほしい。 

 

議会：医師確保については議会が何か行ったからどうにかできるものではないという点を理解いた

だきたい。また、江別市の中で子供を産める病院は市立病院だけになってしまった。江別市内の中で

出産できる病院がなくなることがないよう頑張っていきたい。国民健康保険の経営は全体を見なが

ら対応したい。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：介護保険事業の事業計画策定がこれから始まる。２０００年に始まってから、現状でも２倍近く

高くなっている。 

その要因を過去にも計画策定に参加し聞いているが、最大の要因は頻回介護ではないか。それが介

護保険の金額にはね返ってくる。 

介護保険料は江別市が決めている。介護保険料は年金から自動的に引かれる。 

 

議会：要望として伺うことでよろしいか。 

 

市民：要望というよりも、市の事業ではないという感じで、これまで議会で議論されていない。介護

保険料が上がることについては単なる要望ではない。原因について、議会で議論してほしい。 

 

議会：介護保険特別会計については、予算決算委員会でも審査している。今後ご意見を承って、委員

会に臨みたいと思う。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：江別の福祉が他の自治体と比べておくれている。子供の医療費助成。全国の９割の自治体が

中学校まで通院入院無料。議会としての見解は。 

 

議会：議会としての見解は、議員それぞれが会派ごとに意見をまとめているが、現状ではすべての会

派がそのような理解ではいない。 



陳情請願がこれまでも上がってきていたが、今後も上がってきた際に議論していく。議会としての統

一見解は諮られていない。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：子供医療費助成について、会派によって意見が違うということだったが、市民が議員個々にお

願いして歩くしかないのか、請願等を出すしかないのか、何かやる方法があるのかを教えてほしい。

江別市は福祉が満足ではない。高齢者に対するものも満足ではない。どうしたらできるのか、そう

いう答えが見えてこない。 

 

議会：子供医療費助成について、議員から一般質問があることは認識している。市民の方から陳情や

請願が上がれば委員会に付託されて議論ができる。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 

 

 

 

④経済建設常任委員会 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

市民：水道事業は危機的。整備が計画に基づいてなされているのか市民はわかっていない。 

この先が心配。議会では話題に上らないのか。大麻の断水についても市議会の議論があるように思

えない。 

 

議会：委員会の中で水道に関して議会で毎回やるというよりは、予算決算の際に審議がしっかりされ

ている。整備状況についても９月の決算について過去の整備状況と金額をグラフの資料で提出いた

だき、今後大丈夫なのかという議論がなされている。 

現状では問題ないが、今後維持していくのは大変であるというのは同じ認識である。 

昨年はブラックアウトによる断水。こちらも決算委員会で報告いただき、どのような対応ができるの

か現在行政サイドでは調査中。 

非常用電源などの可能性を模索しているが、今のところは民間から借りるように対応している。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：水道民営化について、災害に強いまちにするために、江別市の水道技術を維持するために江

別市議会として民営化には反対という態度を持ってほしい。 

 

議会：水道民営化については現状では民営化の方向性は議会に一切上がってきていない。水道民営

化の考えは、ここに参加の議員の中にもないものと考えている。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：内モンゴル通遼市出身。通遼市と江別市との懸け橋になりたい。２００３年から２００６年まで

神戸の大学で学び、今年は酪農学園大学で学んでいる。 

日本の中小企業、介護など労働者が足りない。私の勤めている大学には学生が２２，０００人いる。 

高校生、大学生同士交流できたら、若い人が来たいと思うようになると思う。日本の今の人材支援



と文化交流ができると思う。 

 

議会：相談しながらどんなことが可能なのか議論したい。議会というより、どちらかというとトップが

決めることではあるが、ご意見としていただきたい。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 

 

 

 

⑤議会広報広聴委員会 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

市民：今日の集いの参加議員が少ないようだが、議員がなるべくたくさん参加したほうがいいのか

なと思う。 

 

議会：このたび２回に分けて実施しているため、委員長副委員長以外は担当議員が出席している。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：今日ここに参加したのは私たちの代表として議員が出ていて、予算などについて、議会で市の

いろいろなことについて委員会で議論されている。毎回議会に行くわけにいかないため、その内容

について伝えてほしいと思って参加した。 

最初の報告を聞いて思ったのは、市の事業の説明に終始していたものもあった。 

 

議会：行政の報告だけでなく、それらについて議会でどのような議論がなされているかを教えてほし

いというご意見について、応えていけるようにしたい。現在の市民と議会の集いの趣旨としては、個

人の見解を述べることはできない。しかしながら委員会でどのような議論がなされたかについては

お答えできるので、今後の運営について検討していきたい。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：議会傍聴に行くと、耳が遠くなっていたりして、十分に聞き取れない。再質問などについて、

部長からの回答も聞きづらい。議員もしゃべるのが早いので考慮してほしい。 

 

議会：議会傍聴アンケートの中に同様の意見があった。次の日から対応した。また聞きづらかったら

アンケートに記入いただいたり、議会事務局に伝えていただければ調整が可能。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：市民と議会の集いの案内状を情報図書館でもらった。大麻公民館がどこにあるかわからなか

った、裏に地図や、公民館の電話番号もあれば良いのでは。 

 

議会：今後に生かしたい。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■   



 

〇その他、要望など 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

●市役所の各窓口はパート。話しても「わからない」と切られちゃう。うまく回っていない。しっかり

指導してほしい。 

 

●市役所の担当窓口のあるときはいいけど、ないときはロビーで相談。仕切りがあればいい。 

 

●初めて参加。中途失聴者で、４０年前から聞こえない。手話言語条例が制定され、今日初めて参加

できた。手話通訳つけてくれてありがたい。 

いろんな話を聞いて、普段何も考えないで生活していたと反省。市民の皆さんがいろいろな意見が

あってびっくりした。手話や聾啞者のことをもっと皆さんに知ってほしい。 

お店に「ありがとう」の一つでも覚えてほしい。広報えべつにも載っている。災害時の情報、耳が聞こ

えないと大変、避難所でも手話同士なら会話できるが健常者の中に入ると大変。見てわかる避難場

所を図ってほしい。 

 

●高齢者に大切なのは、外に出るということ。文化施設、図書館、今ある施設、図書館の整備、高齢

者が外に出て健康で医療費に頼らず元気に暮らせるまちづくりを考えてほしい。 

 

●介護保険料が高額である、一般にプールして高く上げるのはおかしい。介護保険は一部の方。恩

恵を受けずに亡くなる方もいるので、しっかり審査してほしい。高い。 

 

●子供の医療費助成、石狩管内では小学校に上がる前までの無償化していないのは江別市だけ。全

国的にも子供は大事にしていかなければならないという機運。住んでよかったという江別市をつく

るためにも、議会の皆さんに訴えたい。これまでも何度か請願書が上がっているが、少子化の中で、

真摯に受け止めてほしい。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

※２ 現状江別市では、０歳から小学校就学前の児童は「通院｣と｢入院｣、小学生は「入院」と「指定訪問看護」に要する

医療費に対し、助成をおこなっている。（一部負担金・所得制限あり） 

  

※２ 



２日目：１１月１７日(日) 江別市民会館 

 

①議会運営委員会 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

市民：予算決算の連続的な動きの中で、本当に適正に各事業が行われているのかどうか、徹底的に

やってほしい。難しいが、できるだけ積極的にやってほしい。予算については頭をかしげることがあ

る。 

 

議会：予算決算の常任委員会化が決まり、これまでも適正に行っているが、より連続的な動きの中で

行っていく。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：請願および陳情の採択について、どちらの方向に向いて協議しているのか教えてほしい。趣

旨採択と取り上げられたが、これらがなければ自分たちのやったことがゼロになると考える。 

 

議会：近隣の地域においてもまちによってさまざまです。どの方向が良いのか協議中。各会派で考え

が異なるので、現在の趣旨採択等を採用していることから、グレーゾーンばかりを使っているとどれ

も結論が出ないのではないかという見解を含めて協議している。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

※３ 協議の結果、これまでどおりに行う事となった。 

 

 

 

 

 

②総務文教常任委員会 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

市民：子育て世代サポート江別 小さいお子さんへの事業 就学したら、その後中高生等の必要とし

ているところは多いと思う、これを打ち出すときにアピールを上手にしていただきたい。 

 

議会：きちんとアピールできるように頑張っていく。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：災害関係、聞こえない者に対して、ピクトグラムなど見えるものを利用してほしい。 

 

議会：大事なことと思うので、しっかりと参考にする。今回の災害で情報伝達に反省があった。公共

施設に掲示板等で情報伝達、個別に対応等考えている。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：市立病院問題、除雪など話されたが、市立病院について市民の方に問題意識を持ってほしい

と思う。５年くらい同じことが繰り返され、実行していない。やる方法があるのに知らないから何も

しない、ずるずるとなっている。１００億。他にもいろいろあると思うが、このお金があったら、何で

※４ 

※３ 



もできる。働いている若い人たちはわからないと思う。議員も動かない状況はどういうことか。今

船が沈もうとしているのに、なぜ実行しないのか。一番の問題はこれじゃないか。何とかしてほし

い、議員の意見を聞きたい。 

 

市民：江別市の財政はどのようになっているのか。市民に説明してくれているとは思えない。全ての

問題が絡んでいる。特に病院の問題が取り上げられているが、どちらにしてもエネルギーがかかる。

皆さんに聞きたい。あり方委員会の結論に対してどんな風に対処していくつもりか。 

 

議会：財政について。皆さんにわかりやすいように、予算特別委員会の後で、年１回『広報えべつ』で

お知らせしている。国でいう健全化では健全な状態にある。一般財源の４割が市民の方から、６割が

交付税で賄っている。江別市立病院の赤字については、議員全員認識している深刻な問題と捉えて

いる。また、一般会計に影響を及ぼしていることも認識している。今後人口は減っていくので、それに

伴う財政の縮小も将来的に見えている。本日は、市民と議会の集いということで、議会としての回答

をできることだけ申したい。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：立候補した。選挙活動は何もしなかった。告示の後にティッシュペーパーを配ったことは選挙

違反か。 

 

議会：ティッシュペーパーについては、その状況についての情報がないのでわからない 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

※４ 「絵文字」、「絵言葉」のこと。表現対象である事物や情報から視覚イメージを抽出、抽象化し、文字以外のシンプ

ルな図記号によって表したもの。何らかの情報や注意を示すために表示される視覚記号（サイン）の一つ。 

 

 

 

 

 

③生活福祉常任委員会 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

市民：江別市立病院について何も説明がないのはなぜか。 

 

議会：江別市立病院についてさまざまな報告を受けている。あり方委員会の方向性を見守る。関係な

いと思っているわけではない。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：市立病院のことについて触れないということはどういうことか。市民が負担しなければなら

ないのか、補正予算はあるのか。個人の人口の割合としていくらになっているか計算していないの

か。市民は負担しなければならないことか。 

 

議会：報告をいただいている。無視しているわけではない。推移を見守っている。 

 



市民：今この場で直接担当している方ではないので、議員方に聞くのはどうか。後で詳細を示してい

ただければいいのではないか。 

 

議会：正確な数字を持ち合わせていないので、個人の換算については後日改めて報告する。市民が

負担しなくてはならないのかということについては、行政で決めることなので、今お答えすることは

難しい。 

 

【上記質問に対する回答】 

平成３０年度の純損失額（収入と支出の差）は、１１億４，１３３万９，０００円で、平成３１年４月１日現在

の市の人口１１万８，８１４人で割り返すと、市民１人当たりの損失額は約９，６０６円となる。また、平

成３０年度末における不良債務額（現金不足）は、１４億１，６５４万８，０００円で、同様に人口で割り返

すと、市民１人当たりの債務額は、約１万１，９２２円となる。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：ごみの収集を個人収集にしてほしい。高齢化について、町内会でもごみの問題がある。無料か

ら有料へ何のメリットがあるのか。今まで何度も言っているのに、全く取り上げていただいていな

い。花壇の真ん中にごみ箱があるのはきれいなのか。 

 

議会：街路ますにごみ箱を置くことは問題ない。 

 

市民：そうではなく、景観が汚くないかということ。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 



 

④経済建設常任委員会 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

市民：除雪問題、特に春先玄関前にどさっと氷を置かれることが非常に困る。少なくても玄関前に置

くことはやめてほしい。 

ごみ問題、ごみステーションの管理除雪、病気になった時にできない、特殊な人だけではなく全市民

に対してやってほしい。公園管理者について、草刈・雪はねなど。 

 

議会：除雪の話はこれまでもいろいろ要望を受けている。今何かをやれるやれないということをお答

えできないが、ご意見を念頭に入れて検討する。縛りよりも枠を広くというご意見も尊重していきた

い。公園の指定管理については、自治会でどこまでやっているか今後もぜひご意見としていただき

たい。草刈は道具の問題、遊具点検は専門業者に発注していくことになる、アダプト制度があるので

お問い合わせいただきたい。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：（当日配布資料に）江別の顔づくり事業が終わるとあるが、これで終わりなのか。この後は市長

が決めることだが、江別市議会議員として何かビジョンを持っていれば聞かせて欲しい。 

 

議会：顔づくり事業、当初計画していたことについては終了になる。それ以外のことについてはそれ

ぞれが提案していく。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

※５ 自治会や高齢者クラブなどの団体が、地域の公園で清掃などの保全活動を行う制度。 

 

 

 

 

 

⑤議会広報広聴委員会 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

市民：小学校で議会の話をしても何も答えられない。市長誰ですか？特産物答えられない。議会のこ

とも答えられない。そのようなことに関して柔軟に対応してくれない。ラグビーのことみんな知らな

い。教育委員会との連携、市の独自の条例をつくることも必要。すべてにおいて PRが足りないと

感じている。 

 

議会：他市の状況を調べている状況で、決まってはいないが思いはあるので、若い人たちに理解し

て、知っていただけるように来年は広報広聴委員会で検討していきたい。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

市民：市の行政でやっていることがわかりやすいようにしていくことが必要。議会だよりにおいて全

ての事業について、市民一人当たりいくらかかっているのか。広報誌について、答えた人は誰かを

記載してほしい。また、若者が見れる、漫画がある、江別市議会ならではのアイデアを期待する。 

 

※５ 



議会：参考にさせていただく。答弁は所管の代表として考えている。広報誌はリニューアルしたばかり

だが、今後検討する。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 

 

 

 

〇その他、要望など 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

●若者は地域社会の大人を信用していないことが何事もうまくいかない要因。除雪、公園問題な

ど、228ある公園をいかに江別市の財産として生かしていくか。子供・高齢者・コミュニティーの場

などさまざまな用途を考えて構築する。横の連携を望む。 

 

●札幌あいの里はおもしろくなかった。味気ない、安らぎがない等。江別も同じ、それはビジョンが

ない。先のことを見据えてビジョンを持って１０年・２０年後に良かったと思えるようなこと望む。 

 

●去年１２月に手話言語条例が制定され、今年の２月に２５０人近い方に参加していただき、記念行

事を終えた。４月から手話言語条例がスタートし、本日も手話通訳をしていただきありがとうござい

ました。１２月１９日、市役所の職員に手話講習会することになった。これからは市立の小中でも講習

会の機会があるとよい。私たちは、聞こえない立場として、皆様と一緒に活動していきたい。 

 

●江別市は女性議員が多い。いろいろな活動をしていると思うが、特徴を言えない。会派や委員会

を超えて活動してほしい。 

 

●市長へ要望する。７０歳以上への敬老優待パス、石狩川のハザードマップの見直し、大丈夫なのか

確かめてほしい。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■   



４．アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

性別 年代 住まい  自 由 記 述  （原文のまま記載しております） 

男 60代 江別 議会でアピールしたい事と市民が聞きたい、知りたい事が違いすぎ

る。質問者が男性ばかりで、それも同じ人が何度も言っている。もっ

と女性の声をひろう工夫をして欲しい。 

無回答 50代 江別 議会活動、江別市の事など、とても勉強になり参加して良かった。あ

りがとうございます。議会便りをもっとしっかり読みたいと思いまし

た。手話通訳がつく事で、聞こえない人に参加の機会があり本当に

良かったです。 

男 70代 江別 市民の何を欲しているか知ることで参考になりました。 

女 70代 野幌 議員ではわからない事もあるので市にもちかえる事。 

男 40代 江別 同じ人ばかり話すのは公正中立の観点から外れている。申し少し幅

広い意見を取り入れていくべきである。 

男 80代 大麻 各委員会報告の際、市側の説明と変わらない説明の仕方、内容だっ

た。配布資料と一字一句変わらず述べている人もおり、もう少し工

夫を。議会として市側とどのような議論をしているのか、もう少しわ

かり易く説明した方がよいのでは？市側に注文した方がよい事例を

強弁している人もいる。（除雪問題など） 

女 40代 野幌 ゴミ問題、市役所に問い合わせたら、ゴミステーションある所なら近

所関係なく有料ゴミ袋を購入してならどこにもすててもいいと言わ

れました。自治会加入されていない人もすてて行きます。しかしゴミ

ネットや設置の費用は自治会費で、と。とても矛盾を感じています。

（これは自治会を消滅する１つになります）初めて参加しましたが、皆

さん（私も）他人事だなと、そして自分の事ばかりだなと。ただこれ

が意見なら過去から進むことがないからすっと不満発言の場になっ

ていることを現在の議員さん達で本気で考えていただきたいと思

いました。 

女 70代 江別 病院のことはなんとかしなければならないと思います。 

女 60代 江別 質問者の答えを答えられる人（行政を含む）も参加しないと、ただの

批判になってしまう。最初から答えれる事を明示すべきでは？批判

から始まったので手をあげれなかった。 

女 20代 野幌 説明報告が早口で難しい時が少しありました。一応直接、意見や思

いを伝えられる場が用意されていることがわかり、参加してよかっ

たと思いました。 

男 50代 江別 
 

行政が行っている事業について、議会がどのようなチェックを行い、

その後どうなったかの説明が聞きたかった。特に終わった事業の効

果検証をどう行うのかがわからなかった。議会と行政を混同してい

る質問が目立ち回答が苦しいのは仕方がないと感じました。 
 



女 40代 江別 市立病院問題については、質問・意見が出るだろうことは私でさえ

事前に予想できていたので、レジメで全く触れられていなかったの

は、ちょっとよくなかったのではと感じました。 

男 80代 江別 取り組み、人生かけて頑張れ、協働強化。 

女 40代 野幌 不満が多く感じられました。議員のみなさまも最大限の努力をされ

ていると思いますが、益々のご活躍を期待しています。 

男 60代 無回答 今後も障害ある・ない人と共に継続する方がいいと思います。 

女 50代 野幌 市民と議会が話し合える場があるのは良いと思う。 

男 70代 大麻 いつもお世話になっています。女性議員が多くなり全国的にお手本

となる議会構成だと思います。日常の研鑽に励み今後共、市民の為

に誠心誠意ご尽力下さる事を願っています。本日は有難うございま

した。 

男 70代 大麻 Q＆Aを聞いていてより深く理解できました。 

男 80代 大麻 この様な会合大変わかり易く良かった。これからも皆様の活動をき

たいしております。ありがとうございました。 

男 70代 大麻 議会の動向を知る上で貴重な時間と思う。継続願いたい。 

男 70代 大麻 市役所の部署の代弁が多い。どの部署を所管しているかでなく、市

議会は行政の枠を超えた議論する場でないか。 

女 70代 大麻 今後も市民から直接意見を聞くことは大切と思います。市民の生活

を守るための頑張りに感謝します。市立病院に行く為に交通（公共）

の充実が必要かと。この集いの案内を住民にしらしめる方策が必要

とも思います。 

男 80代 大麻 多くの住民が関心を持ち、多数の人が参加されるような集りにして

ほしい、集まる人が少ない。 

男 70代 大麻 司会進行おそまつです。 

女 70代 野幌 新しい議員さんは初めての集いだと思います。新鮮な視点でこれか

らも工夫して 3か所で開催していただければと思います。私も市民

として自分の街を愛し安心して住みつづけられる所になるよう努め

たいと思います。今日はありがとうございました。 

男 50代 大麻 参加者世代の偏りはしょうがない。共に感じ事に対しても同じく、他

世代の声がなかなか言えないのは、今後の検討課題なのかと思う。

自治会との連携を更に強化されるべきなのかなと考えさせられた。 

男 60代 江別 話せば解るといいますが、全くその通りで、規模は小さくていいの

で、市民との集いを多く持つことが大切だと思います。その人と話

せる距離、かえって狭い会場で面と向かって質疑応答できることが

本音がわかって良いし、白熱すると思います。どうしたら社会が良く

なるのか市民も議員の方も、いつも真剣に考えるべきだと思いま

す。今日はいろんな人達の御意見をお聞きできて大変勉強になりま

した。ありがとうございました。 



男 70代 大麻 議員の取り組みについては、よく理解できた。ギインと市民との距離

が近づいた。今後も継続開催を願いたい。 

女 60代 大麻 大変参考になりました。いつも思っている？ハテナ（中央バス 1時

間に１本）老人に対してタクシー券あればというささいな質問もあっ

てなっとくしました。 

 


